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救援物資を石巻市へ
皆さんから募集していたタオル、ティッシュペーパ
ー、石けんなどの救援物資を4月12日と19日に宮城県
石巻市へ搬入しました。
石巻市は茨城県ひたちなか市と姉妹都市にあること

から、物資の搬入先となりました。（ひたちなか市は
本市の姉妹都市）
写真は救援物資搬入先の石巻市総合運動公園で荷物

の積み下ろしをする自衛官。



「
ラ
ー
メ
ン
は
ス
ー
パ
ー
に

行
く
と
た
く
さ
ん
並
ん

で
い
る
。
そ
の
中
か
ら
ど
う
し
た

ら
自
社
の
ラ
ー
メ
ン
を
買
っ
て
も

ら
え
る
の
か
。
値
段
の
安
い
商
品

を
作
る
べ
き
か
。
高
く
て
も
お
い

し
い
も
の
を
作
る
べ
き
か
」

菊
地
さ
ん
が
お
い
し
い
も
の
を

作
ろ
う
と
決
心
し
た
の
は
、
修
行

し
た
製
麺
工
場
の
紹
介
で
、
大
手

メ
ー
カ
ー
の
生
産
現
場
を
見
た
こ

と
で
す
。

「
大
手
工
場
の
規
模
を
見
せ
ら
れ

た
ら
と
て
も
値
段
で
は
勝
負
で
き

な
い
。
小
さ
い
会
社
は
良
い
商
品

を
作
り
、
対
抗
す
る
し
か
な
い
」

そ
こ
で
作
っ
た
の
が
『
四
代
目

が
ん
こ
ラ
ー
メ
ン
』
し
ょ
う
ゆ
味
。

栃
木
県
産
小
麦
を
使
っ
た
麺
と
、

あ
っ
さ
り
し
な
が
ら
、
だ
し
の
旨

み
が
強
い
自
社
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
ー

プ
が
特
徴
の
ラ
ー
メ
ン
で
す
。

パ
ッ
ケ
ー
ジ
も
和
紙
を
使
い
高

級
感
を
出
し
、
値
段
は
２
食
入
り

で
３
９
８
円
。
１
年
が
か
り
で
作

り
出
し
ま
し
た
。

発
売
当
初
は
ス
ー
パ
ー
な
ど
か

ら
は
敬
遠
さ
れ
ま
し
た
。
価
格
が

他
社
の
ラ
ー
メ
ン
よ
り
１
５
０
円

高
く
、「
こ
ん
な
高
い
ラ
ー
メ
ン
売

れ
な
い
」
と
言
わ
れ
た
そ
う
で
す
。

し
か
し
菊
地
さ
ん
は
「
食
べ
て
も

ら
え
ば
理
解
し
て
も
ら
え
る
」
と

イ
ベ
ン
ト
や
お
祭
り
に
出
店
し
、

多
く
の
人
に
食
べ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
特
に
売
れ
る
き
っ
か
け
と
な

っ
た
の
は
２
年
前
、
那
須
ガ
ー
デ

ン
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
で
開
催
さ
れ
た

ナ
ス
ハ
ク
の
こ
と
。
１
日
で
ラ
ー

メ
ン
９
０
０
食
が
売
れ
、
お
み
や

げ
も
１
日
平
均
３
５
０
個
販
売
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
こ

と
が
新
聞
に
掲
載
さ
れ
、
注
文
が

入
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

今
で
は
宇
都
宮
や
神
奈
川
県
の
百

貨
店
に
も
置
か
れ
、
会
社
の
看
板

商
品
に
な
っ
て
い
ま
す
。

那
須
塩
原
ブ
ラ
ン
ド
へ
の
期
待

「
那
須
塩
原
ブ
ラ
ン
ド
に
応
募
し

た
き
っ
か
け
は
、
自
社
の
ラ
ー
メ

ン
を
試
し
て
み
た
か
っ
た
か
ら
。

も
し
認
定
さ
れ
な
く
て
も
そ
の
理

由
も
聞
け
る
と
思
っ
た
の
で
」
と

話
す
菊
地
さ
ん
。

「
ブ
ラ
ン
ド
認
定
を
受
け
て
終
わ

り
で
は
な
く
、
農
観
商
工
が
連
携

し
、
地
域
を
活
性
化
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
時
期
に
来
て
い
る
と
思

い
ま
す
」
と
今
後
の
課
題
に
つ
い

て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

�・FAX…電話・ファックス …電子メール ■HP…ホームページアドレス

那須塩原ブランド紹介①

㈲菊地市郎商店
菊地成典さん
（錦町2‐39）
�0287（62）0053

那
須
ラ
ー
メ
ン

（
四
代
目
が
ん
こ
ラ
ー
メ
ン
）

しょう油、みそ、塩。
スープの味によって麺を変えるこだわりのラーメン
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糖
度
が
高
く
、
フ
ル
ー
ツ
感

覚
で
食
べ
ら
れ
る
と
、
近

年
人
気
野
菜
の
一
つ
と
な
っ
て
い

る
フ
ル
ー
ツ
ト
マ
ト
。
そ
の
フ
ル

ー
ツ
ト
マ
ト
を「
味
恋
と
ま
と
」と

い
う
ブ
ラ
ン
ド
で
生
産
・
販
売
し

て
い
る
の
が
高
松
農
園
の
高
松
英

樹
さ
ん
。

「
こ
の
『
味
恋
と
ま
と
』
は
普
通

の
ト
マ
ト
に
比
べ
て
糖
度
が
高
く

味
が
濃
い
の
が
特
徴
で
す
。
ま
た

プ
リ
ッ
と
し
た
食
感
も
人
気
の
秘

密
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
ト
マ
ト

を
食
べ
た
人
が
、
こ
の
味
に
恋
し

て
く
れ
た
ら
と
い
う
思
い
で
ネ
ー

ミ
ン
グ
し
ま
し
た
」

味
恋
と
ま
と
は
水
分
を
極
端
に

抑
え
て
育
て
る
こ
と
で
、
果
実
の

部
分
に
栄
養
が
集
中
し
、
甘
さ
が

増
す
ト
マ
ト
で
す
。
高
松
さ
ん
は

桃
太
郎
フ
ァ
イ
ト
と
い
う
品
種
を

す
い
き
こ
う

水
気
耕
栽
培
で
育
て
て
い
ま
す
。

「
水
気
耕
栽
培
に
よ
り
連
作
障
害

も
な
く
、
病
気
に
も
強
い
ト
マ
ト

作
り
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
だ

か
ら
安
心
し
て
ま
る
か
じ
り
で
食

べ
ら
れ
る
ト
マ
ト
で
す
」

ま
た
、
冬
場
は
ハ
ウ
ス
内
を
１１

度
以
上
に
保
つ
た
め
、
暖
房
を
使

用
し
ま
す
。
そ
の
燃
料
に
は
木
質

ペ
レ
ッ
ト
を
使
い
、
環
境
に
優
し

い
農
業
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。那

須
塩
原
市
は
安
定
し
た
水
質

の
地
下
水
、
冬
場
の
日
射
量
が
多

い
こ
と
な
ど
の
立
地
に
恵
ま
れ
、

水
気
耕
栽
培
に
適
し
た
土
地
だ
と

言
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
味
恋

と
ま
と
の
生
産
量
を
さ
ら
に
増
や

し
て
い
く
こ
と
が
、
今
後
の
目
標

に
な
っ
て
い
ま
す
。

那
須
塩
原
ブ
ラ
ン
ド
へ
の
期
待

「
ワ
イ
ン
や
経
木
、
お
米
な
ど
、

ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
魅
力
的
な
商

品
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
商
品

を
詰
め
合
わ
せ
た
贈
答
用
の
セ
ッ

ト
を
作
っ
て
も
面
白
い
の
で
は
」と

話
す
高
松
さ
ん
。

「
地
元
の
人
に
は
も
ち
ろ
ん
、
観

光
客
に
も
、
こ
の
那
須
塩
原
ブ
ラ

ン
ド
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。
観
光
ツ
ア
ー
と
連
携
し

て
、
ト
マ
ト
狩
り
な
ど
も
で
き
る

よ
う
に
な
る
と
お
も
し
ろ
い
で
す

ね
」
と
も
。

そ
し
て
那
須
塩
原
ブ
ラ
ン
ド
に

つ
い
て
は
、「
他
の
ブ
ラ
ン
ド
品
と

の
組
み
合
わ
せ
で
新
し
い
こ
と
が

で
き
そ
う
。
多
く
の
可
能
性
が
あ

り
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

【本誌中では、次の省略記号を使用しています】 ■本…本庁舎（黒磯） ■西…西那須野庁舎 ■塩…塩原庁舎

水気耕栽培で育てられるトマトは
味が濃く、フルーツ感覚で食べられる。

シリーズで那須塩原ブランド 9品目を紹介します。

高松農園
高松英樹さん
（西三島1丁目142）
�0287（36）0890

あ
じ

こ
い

味
恋
と
ま
と

平成23年 5月 5日号３
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震災に負けるな 東日本大震災 支援事業一覧
中小企業者の皆さんへ

中小企業者への
大震災緊急支援資金のお知らせ
東日本大震災や計画停電により、売り上げが減少し

ている中小企業者の経営安定を図るため、運転資金の
貸し付けを行います。

対 象 東日本大震災や計画停電により、売り上げ
の減少が見込まれる市内の中小企業者
※詳しい要件などは問い合わせてください。

資金用途 経営に必要な運転資金
貸 付 額 500万円以内
金 利 1.4％

※市から全額利子補給があるので、実質無
利子です。

返済期間 5 年間（うち据置期間 1年以内）
実施期間 平成23年 4 月21日～ 9月30日

※融資枠12億円に達した時点で終了。
そ の 他 ・完済者に対して信用保証料を市が全額助

成します
・金融機関と信用保証協会の審査がありま
す

問い合わせ ■本商工観光課 �0287（62）7154

新緑薫る温泉に行こう！

温泉施設宿泊者に“総額１億円”
キャッシュバック・キャンペーン
新緑薫る那須塩原市の温泉で、たまった疲れを癒し

ませんか。期間中に宿泊をすると、 1泊一人当たり最
大で3,000円をキャッシュバック！
※キャンペーンの対象にならない施設もありますので
ご注意ください。

実施期間 5月3日（祝・火）～16日（月）の宿泊分
※キャッシュバック総額が1億円に達した時点で終了。
対象施設
市内の温泉を利用した宿泊施設
※詳しくは各観光協会に問い合わせてください。
①塩原地区…塩原温泉観光協会 �0287（32）4000
②黒磯・板室地区…黒磯観光協会 �0287（62）7155
③西那須野地区…西那須野観光協会 �0287（37）5107
※②③は、土・日曜・祝日は休み。

返 金 額
1 泊当たり、大人一人3,000円（上限）
※会計時に宿泊料金の中から
キャッシュバックします。

問い合わせ ■本商工観光課 �0287（62）7156

野菜販売農家の皆さんへ

農産物の出荷制限・風評被害による
損害賠償請求の手続きのお知らせ
原子力発電所の放射能漏れによる農作物被害の賠償
請求の手続きが始まります。

対象品目 出荷制限を受けた野菜および風評被害で価
格が下落した野菜

対 象 JAなすの、開拓農協以外に出荷している人
（直売所出荷者、個人出荷者など）
※JAなすの、開拓農協に出荷している人は、
各農協が窓口になります。

申込場所 ■本農務畜産課、■西産業観光建設課、
■塩産業観光建設課

必要書類 委任状、損害に係わる報告書（損害を証明
する資料が必要です）
※用紙は申込場所で配布しています。

そ の 他 ・地震および計画停電による被害について
は対象となりません
・花き、果樹、畜産物などの品目について
は、手続きが始まり次第お知らせします

問い合わせ ■本農務畜産課 �0287（62）7147

震災で住宅に被害を受けた皆さんへ

被災住宅再建等に対する支援のお知らせ

※支援の対象となる住宅は、国の被災者生活再建支援
金の支給に該当していない半壊・一部損壊住宅（倉
庫・塀・別荘などを除く）です。

①被災住宅再建等支援事業
東日本大震災で損壊した住宅について、融資を受け
再建等を行う個人に対し、借入金の利子補給を行います。
利子補給対象限度額
500万円（100万円未満の借入は対象外）
利子補給率 2.75％
利子補給期間 5 年間
実施期限 平成26年 3 月31日�
問い合わせ ■本都市計画課 �0287（62）7159

②那須塩原市被災住宅修繕支援金制度
東日本大震災で住宅に被害を受けた市民に支援金を
支給します。
支援金額 住宅修繕費の1／2の額（上限10万円）
申込期限 平成24年 3 月30日（金）
問い合わせ ■本総務課 �0287（62）7111

農 商工

住 観

４平成23年 5月 5日号



東日本大震災により
那須塩原市に避難している皆様へ

医療機関での受診・窓口負担の相談

①被保険者証なしで受診できます。
被災地の住民であった人は氏名・生年月日・事

業所名（被用者保険）などを口頭で申し出るだけ
で、医療機関を受診することができます。
公費負担医療も手帳などの提示なしに受診でき

ます。
②窓口負担の支払いは猶予または免除されます

災害救助法が適用されている被災地の住民であ
り、以下の申し立てを行った人
・住宅が全半壊、全半焼またはこれに準ずる被災
をした人

・主たる生計維持者が死亡、重篤な疾病を負った、
行方不明、業務を廃止・休止、失職し現在収入
がないなどの人々

・福島原発事故に伴い政府の避難指示・屋内退避
指示の対象となっている人

問い合わせ
■本保健課 �0287（62）7129
厚生労働省保険局医療課 �03（3595）2577

保健・介護・子育てに関する相談

予防接種事業
個別接種としてBCGなどの定期接種や肺炎球菌な
どの任意接種、集団接種としてポリオ生ワクチン
投与、麻しん・風しん混合（ 3期）の費用を助成
します。
妊婦健診
母子健康手帳交付、妊婦健康診査受診票発行、妊
婦健康診査費助成
乳幼児検診
4 カ月・10カ月・ 1歳 6カ月・ 2歳児・ 3歳児健
康診査、乳幼児健康相談
成人検診
胃がん、肺がん、大腸がん、子宮頸がん、乳がん
検診、前立腺がん・肝炎検査、健康診査における
集団健診の費用を全額助成します

問い合わせ
黒磯保健センター �0287（63）1100

介護保険（介護サービス）の相談
問い合わせ ■本高齢福祉課 �0287（62）7113

保育園・幼稚園の入園相談
問い合わせ ■本子ども課 �0287（62）7042

住宅に関する相談

雇用促進住宅の貸与
豊浦宿舎（那須塩原市豊浦34）が対象です。
入居期間 平成25年 3 月末まで
※家賃敷金は無料ですが、光熱水費、共益費、駐車
料金は自己負担になります。
※満室の場合は、他地域の住宅を案内することがあ
ります。
問い合わせ ■本商工観光課 �0287（62）7154

市営住宅の入居に関する相談
福島原発事故に伴う避難指示区域や、震災により
住居に住み続けることが困難な人を対象に、市営
住宅の入居について相談を受け付けています。
※家賃･敷金は無料ですが、光熱費は自己負担になり
ます。
※駐車場はありません。（一部敷地内駐車可）
問い合わせ ■本都市整備課 �0287（62）7162

資金に関する相談

緊急小口資金特例貸付
対象世帯
東日本大震災により、災害救助法の適用となった
地域に住み、当座の生活費を必要とする世帯
貸付限度
原則10万円以内（ただし世帯員の中に死亡者・要
介護者・ 4人以上の世帯などは20万円以内）
※無利子。償還は2年以内。
問い合わせ 社会福祉協議会 �0287（37）5122

年金に関する相談

年金証書・年金手帳の再交付
年金事務所で再交付ができます。運転免許証など
身分が確認できるものを持参してください。電話
での届出用紙の送付も行っています。
国民年金保険料の免除
被災によって国民年金保険料が納付困難であると
きには、災害による特例免除を受けられる場合が
あります。（申請は23年 7 月まで）

問い合わせ
被災者専用フリーダイヤル �0120（707）118
ねんきんダイヤル �0570（05）1165
大田原年金事務所 �0287（22）6311

平成23年 5月 5日号５



軽
自
動
車
税
の
減
免
に
つ
い
て

○
障
害
者
の
た
め
に
使
用
す
る

軽
自
動
車

○
公
益
の
た
め
に
直
接
専
用
す

る
軽
自
動
車

○
構
造
が
、
障
害
者
の
利
用
に

供
す
る
た
め
の
特
殊
な
軽
自

動
車
（
車
い
す
移
動
車
）

こ
れ
ら
の
車
は
、
軽
自
動
車
税

が
減
免
さ
れ
ま
す
。

障
害
者
の
た
め
に
使
用
す
る

軽
自
動
車
に
つ
い
て

該
当
す
る
人
は
申
請
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
す
で
に
減
免
さ
れ
て
い

る
人
で
変
更
が
な
い
場
合
は
、
手

続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

減
免
の
対
象
者

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
人
で
、
左
の
表
に
該

当
す
る
人

②
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人
で
、
一
定
の
要
件
に

該
当
す
る
人
（
要
件
に
つ
い
て

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
）

③
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
人
で
、
障
害
の
程
度
が
Ａ
、

Ａ
１
、
Ａ
２
の
人

④
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
お

よ
び
自
立
支
援
医
療
受
給
者
証

（
精
神
通
院
医
療
に
限
る
）の
交

付
を
受
け
て
い
る
人
で
、
障
害

の
程
度
が
１
級
の
人

減
免
さ
れ
る
軽
自
動
車

①
障
害
者
本
人
が
所
有
し
運
転
す

る
車

②
障
害
者
と
生
計
を
一
に
す
る
人

ま
た
は
障
害
者
を
常
時
介
護
す

る
人
が
運
転
す
る
場
合
で
次
の

い
ず
れ
か
の
人
が
所
有
す
る
車

・
障
害
者
本
人

・
障
害
者
と
生
計
を
一
に
す
る
人

・
障
害
者
を
常
時
介
護
す
る
人

※
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
る

自
動
車
は
、
障
害
者
一
人
に
つ

き
一
台
で
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書
ま
た

は
軽
自
動
車
税
口
座
振
替
通
知

書
（
５
月
１０
日
�
に
発
送
）

・
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者

手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
（
自
立
支
援

医
療
受
給
者
証
も
あ
わ
せ
て
）の

い
ず
れ
か

・
運
転
す
る
人
の
運
転
免
許
証

・
納
税
義
務
者
の
印
か
ん

申
請
期
限

５
月
２４
日
�

※
公
益
の
た
め
に
直
接
専
用
す
る

軽
自
動
車
、
構
造
が
障
害
者
の

利
用
に
供
す
る
た
め
の
特
殊
な

軽
自
動
車（
車
い
す
移
動
車
）に

つ
い
て
の
減
免
手
続
き
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ

■本
課
税
課

�
０
２
８
７（
６２
）７
１
７
９

■西
総
務
税
務
課

�
０
２
８
７（
３７
）５
１
０
１

■塩
総
務
福
祉
課

�
０
２
８
７（
３２
）２
９
１
０

箒
根
出
張
所

�
０
２
８
７（
３５
）２
５
１
１

※
普
通
自
動
車
に
つ
い
て
の
問
い

合
わ
せ

大
田
原
県
税
事
務
所

�
０
２
８
７（
２３
）４
１
７
１

滞
納
処
分
と
な
ら
な
い
よ
う
に

自
主
的
な
納
税
を
お
願
い
し
ま
す

市
税
滞
納
ぼ
く
滅
月
間
２
０
１
１

◆
県
下
一
斉
の
取
組

税
収
の
確
保
と
滞
納
額
の
圧
縮

を
図
る
た
め
、
県
下
一
斉
「
市
町

村
税
滞
納
ぼ
く
滅
月
間
」
と
し
て
、

栃
木
県
と
の
協
働
に
よ
り
、
徴
収

の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◆
滞
納
者
を
減
ら
す
た
め
に

期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付
が
な
い

場
合
は
、
財
産
の
滞
納
処
分
（
差

押
・
公
売
な
ど
）
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
差
押
財
産
調
査
の
た
め
、

滞
納
者
の
住
居
や
事
業
所
の
捜
索

を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

滞
納
処
分
と
な
ら
な
い
よ
う
に
、

皆
さ
ん
の
自
主
的
な
納
税
を
お
願

い
し
ま
す
。

市
で
は
滞
納
者
を
減
ら
す
た
め

に
、
次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行

い
ま
す
。

納
税
相
談

納
期
限
内
に
納
め
る
こ
と
が
困

難
な
人
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
早
め
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

納
税
催
告

納
期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付
が
な

い
人
に
、
催
告
書
の
送
付
、
電
話

催
告
、
自
宅
訪
問
、
勤
務
先
訪
問

を
行
い
ま
す
。

財
産
調
査

滞
納
者
の
財
産
に
つ
い
て
、
官

公
署
、
金
融
機
関
、
保
険
会
社
、

通
信
機
関
等
に
対
し
て
調
査
を
行

い
ま
す
。

給
与
調
査

滞
納
者
の
給
与
を
差
押
え
る
た

め
、
勤
務
先
に
対
し
て
給
与
の
調

査
を
行
い
ま
す
。

差
押
処
分

不
動
産
・
預
貯
金
や
生
命
保
険
、

給
与
の
ほ
か
、
自
動
車
な
ど
の
差

押
を
行
い
ま
す
。
差
押
後
も
納
付

さ
れ
な
い
場
合
、
差
押
財
産
の
公

売
・
取
立
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

■本
収
税
課

�
０
２
８
７（
６２
）７
１
９
０

〔軽自動車税が減免される障害の種類・程度〕

障害の級別

1級から4級までの各級

2級または3級

3級

3級（※注1）

1級または2級

1級から6級までの各級（※注2）

1級、2級、3級または5級（※注2）

1級または2級

1級から6級までの各級（※注2）

1級または3級

1級、2級または3級

1級、2級または3級

※注1：障害者本人が運転する場合で、かつ、こう頭摘出による
機能障害がある場合に限る。

※注2：生計を一にする者または常時介護する者が運転する場合
は、1級、2級または3級に限る。

障害の種類

視覚障害

聴覚障害

平衡機能障害

音声機能・言語機能または
そしゃく機能障害

上肢不自由

下肢不自由

体幹不自由

上肢機能障害

移動機能障害

心臓機能障害、じん臓機能
障害、呼吸器機能障害、ぼ
うこうまたは直腸機能障害、
小腸機能障害

ヒト免疫不全ウイルスによ
る免疫機能障害

肝臓機能障害

乳幼児期以前の非進
行性の脳病変による
運動機能障害

６平成23年 5月 5日号



広報モニター寄稿

市
に
移
住
し
て
９
年
。
終
の
棲

家
の
那
須
塩
原
。
広
報
は
ま
ち
づ

く
り
の
先
導
役
と
考
え
て
い
ま
す
。

広
報
モ
ニ
タ
ー
の
１
年
の
活
動

を
通
じ
、
市
の
様
々
な
取
り
組
み

を
知
る
貴
重
な
経
験
を
し
ま
し
た
。

あ
か
が
わ

さ
だ
き

赤
川

貞
城

世
代
を
超
え
た
関
わ
り
を
持
つ

事
が
出
来
ま
し
た
。
編
集
だ
け
で

な
く
、
い
か
に
し
て
那
須
塩
原
を

盛
り
上
げ
て
行
く
か
話
は
尽
き
ず
、

い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

植
木

理
恵

自
分
が
暮
ら
し
て
い
る
周
り
に

関
心
を
持
っ
て
見
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
広
報
誌
も
そ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
気
持
ち
を
忘

れ
ず
に
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
た

く
さ
ん
の
事
を
学
ば
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

大
久
保
邦
枝

２
カ
年
間
に
わ
た
り
、
広
報
モ

ニ
タ
ー
と
し
て
常
に
地
域
の
人
々

の
目
線
に
立
っ
て
親
し
ま
れ
る
広

報
誌
め
ざ
し
て
、
担
当
者
の
皆
さ

ん
と
頑
張
っ
た
。
私
も
、
甚
だ
微

力
で
は
あ
っ
た
が
、
有
意
義
な
経

験
を
さ
せ
て
頂
き
、
人
生
の
貴
重

な
１
ペ
ー
ジ
と
な
っ
た
こ
と
に
、

有
難
く
お
礼
を
申
し
述
べ
た
い
。

大
野

博
文

本
当
に
こ
の
１
年
今
ま
で
知
ら

な
か
っ
た
地
域
の
良
い
所
を
多
く

学
び
知
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
を
機
に
も
っ
と
多
く
の
事
に
見

聞
を
広
げ
て
行
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
快
く
取
材
に
応
じ

て
く
だ
さ
っ
た
方
に
心
よ
り
感
謝

い
た
し
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

か
わ
さ
き

き
よ
か
ず

川
崎

精
一

モ
ニ
タ
ー
を
お
引
受
け
し
、
広

報
が
身
近
で
大
切
な
事
、
知
ら
な

か
っ
た
地
域
の
事
を
知
る
情
報
源

だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

以
上
に
隅
か
ら
隅
ま
で
し
っ
か
り

と
読
む
、
よ
い
機
会
を
与
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

斎
藤

和
子

広
報
は
よ
く
読
ん
で
い
ま
し
た

が
、
広
報
モ
ニ
タ
ー
に
な
っ
て
熟

読
し
ま
し
た
。
必
要
な
情
報
が
満

載
。
自
分
の
為
に
読
ま
ね
ば
。
そ

の
思
い
が
強
ま
っ
た
１
年
間
で
し

た
。

坂
入

貴
子

広
報
を
読
み
、
那
須
塩
原
に
深

い
関
心
を
持
ち
郷
土
愛
が
芽
生
え

ま
し
た
。
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
も
っ

と
活
動
が
活
発
に
な
れ
ば
願
っ
て

も
な
い
事
で
す
。
益
々
の
発
展
を

望
み
つ
つ
。

相
馬

芳
子

昔
に
比
べ
随
分
と
読
み
や
す
く

な
っ
て
き
た
の
で
は
！「
伝
え
る
」

と
「
読
ん
で
も
ら
う
」
の
狭
間
で

の
編
集
の
難
し
さ
も
少
し
理
解
。

親
し
み
の
持
て
る
広
報
、
な
か
な

か
難
し
い
で
す
ね
。

松
木

隆
雄

あ
る
日
突
然
、
海
外
宝
く
じ
に

当
選
し
た
か
の
よ
う
に
思
わ
せ
る

ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
を
受
け
取
っ

た
事
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

相
談
事
例

１.

海
外
宝
く
じ
を
申
し
込
ん
で

な
い
の
に「
当
選
確
実
」、「
海

外
宝
く
じ
の
賞
金
を
受
け
取

る
権
利
を
獲
得
し
た
」
な
ど

の
内
容
で
申
し
込
み
金
５
千

円
を
送
金
す
る
よ
う
に
と
ダ

イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
に
記
載
さ

れ
て
い
る
。

２.

海
外
宝
く
じ
の
申
し
込
み
金

３
千
円
を
支
払
う
の
に
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
を
教
え

た
ら
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
引
き
落

と
し
が
止
ま
ら
な
く
な
っ
た
。

３.

当
選
し
た
と
い
う
か
ら
手
数

料
を
振
り
込
ん
だ
の
に
い
つ

ま
で
も
入
金
が
さ
れ
な
い
。

海
外
宝
く
じ
の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ

ー
ル
は
、
ま
る
で
当
選
し
た
か
の

よ
う
な
表
現
で
誤
解
を
与
え
、「
こ

の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
す
と
損
」
と
購

入
意
欲
を
あ
お
り
、
お
金
を
だ
ま

し
取
る
手
口
で
す
。

そ
も
そ
も
日
本
国
内
で
海
外
宝

く
じ
の
発
売
・
発
売
取
次
・
授
受

を
行
う
事
は
、
違
法
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

ア
ド
バ
イ
ス

○
応
募
す
る
と
更
な
る
ダ
イ
レ
ク

ト
メ
ー
ル
の
送
付
や
�
�
�
�

個
人
情
報

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

の
漏
え
い
に
結
び
つ
き
ま
す
。

○
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
を
教

え
る
と
更
な
る
被
害
に
あ
う
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

○
参
加
せ
ず
に
無
視
す
る
事
で
す
。

相
談
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

平
成
２２
年
度
広
報
モ
ニ
タ
ー
後
記

広
報
モ
ニ
タ
ー
と
な
っ
て

問
い
合
わ
せ

■本
秘
書
課

�
０
２
８
７（
６２
）７
１
０
９

海
外
宝
く
じ
に
気
を
つ
け
て
！

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
ゆ
〜
バ
ス
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
前
下
車
）

�
０
２
８
７（
６３
）７
９
０
０

開
設
時
間

平
日
の
午
前
８
時

３０
分
〜
午
後
５
時

モニター会議の様子

平成23年 5月 5日号７



在 宅 高 齢 者 の 福 祉 サ ー ビ ス 紹 介
■本高齢福祉課 ■西市民福祉課 ■塩総務福祉課
�（6 2）7 1 3 7 �（3 7）8 5 7 9 �（3 2）2 9 1 2

【65歳以上の人が対象となるサービス】

利用料、限度額など

・利用料金 1回100円
・材料費等は自己負担
※週 2回利用可

・ 1コース 3カ月
（24回）
・料金 1回300円

1 食につき400円
※所得に応じて軽減があ
ります。

無料
※ 2～ 3人の協力員が必
要です。

無料

福祉電話は限度額を超え
る通話料は自己負担

1カ月当たり 5枚、申請
月により交付枚数は変わ
ります

年 2回利用可

年間 4枚、申請月により
交付枚数は変わります

年間10枚、申請月により
交付枚数が変わります

無料

【70歳以上の人が対象となるサービス】

利用料など

申請月により交付枚数は
変わります

【対象となる人の年齢制限がないサービス】

利用料など

高額介護サービス費の支
給額内

利用できる人

自宅に閉じこもりがちの人
（要支援認定・要介護認定者
を除く）

運動機能の改善が必要と思わ
れる人（要支援認定・要介護
認定者を除く）

ひとり暮らしや高齢者のみの
世帯で、傷病等により調理が
困難な人

ひとり暮らしや高齢者のみの
世帯、または重度障害者と同
居している人

ひとり暮らしの人

低所得のひとり暮らしや高齢
者のみの世帯、寝たきりや認
知症の高齢者で生計中心者が
住民税非課税の人

要介護認定を受け自宅で常時
おむつを使用している重度の
寝たきり、または認知症の人

ひとり暮らしや高齢者のみの
世帯で、身体的な理由で寝具
の衛生管理が困難な人

要介護 3以上の寝たきりの人

在宅の人

在宅の人

利用できる人

ひとり暮らしや高齢者のみの
世帯、日中高齢者のみの世帯
で移動手段の確保が困難な人

利用できる人

高額介護サービス費の受給見
込みがあり、自己資金では費
用の支払いが困難な人

福祉サービスの種類と内容

元気アップデイサービス
シニアセンターなど市内１１カ所の会場で、軽体操や手
工芸などの機能向上や高齢者同士の交流機会を提供

筋力トレーニング
シニアセンターで、トレーニングマシン（機械）や温
水プールによるトレーニングを提供

配食サービス
栄養バランスの良い食事を届けると同時に、安否確認
も行う

緊急通報装置の貸し出し
相談や緊急時にボタンを押すだけで、受信センターと
連絡できる装置の貸し出し

安否確認サービス
毎週月・木曜の午前中に電話で安否を確認

日常生活用具給付
次の日常生活用具を給付または貸与
・自動消火器、火災警報器、電磁調理器、福祉電話

高齢者紙おむつ給付サービス
指定の店で紙おむつ購入時に利用できる1,000円の購
入助成券を交付
※紙おむつの給付対象者がいる世帯は、市指定のごみ
袋が支給されます。（申請が必要です）

寝具クリーニング料金助成サービス
寝具類（掛・敷・毛布）のクリーニング代の 9割の料
金を助成

訪問理美容料金助成サービス
理美容事業者が自宅を訪問し、散髪等を行うときに使
用できる助成券（ 1回当たり1,000円）を交付

はり・きゅう・あんま・マッサージ指圧施術料助成サービス
指定の治療院で、保険適用外のはり・きゅう・あんま・
マッサージなどを受けるときの利用助成券（ 1回当た
り1,000円）を交付

高齢者住宅改修相談員の派遣
身体の機能が低下した高齢者向けの住宅改修や改築を
行う場合の住宅改修相談員を派遣

福祉サービスの種類と内容

外出支援タクシー基本料金助成サービス
タクシーの基本料金を助成する利用券を、 1世帯に月
当たり 4枚交付

福祉サービスの種類と内容

高額介護サービス費貸し付け
高額介護サービス費の支給対象となる人に対する介護
サービスを利用するための資金の貸し付け

問い合わせ
0 2 8 7
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お
知
ら
せ

カ
モ
・
カ
ラ
ス
の
捕
獲
を

行
い
ま
す

農
作
物
へ
の
被
害
の
防
止
の
た

め
、
市
内
全
域
の
住
宅
密
集
地
を

除
く
農
地
や
山
林
で
、
猟
友
会
に

よ
る
銃
器
を
使
用
し
た
捕
獲
を
行

い
ま
す
。
現
場
を
見
か
け
た
ら
近

寄
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

と

き
５
月
８
日
�
、
２１
日
�
、
２２
日
�

問
い
合
わ
せ

■本
農
林
整
備
課�（

６２
）７
１
４
８

■西
産
業
観
光
建
設
課

�（
３７
）５
１
０
８

■塩
産
業
観
光
建
設
課

�（
３２
）２
９
１
３

災
害
ご
み
の

無
料
受
け
入
れ
期
間
を

再
延
長
し
ま
す

◆
災
害
ご
み
（
が
れ
き
類
）

受
入
可
能
日

５
月
３０
日
�
ま
で
の

毎
週
月
・
水
・
金
曜

※
祝
日
を
除
く
。

受
入
時
間

午
前
９
時
〜
正
午

午
後
１
時
〜
４
時

受
入
場
所

旧
黒
磯
清
掃
セ
ン
タ
ー

（
那
須
塩
原
市
埼
玉
９８
）

◆
災
害
ご
み
（
可
燃
ご
み
・

不
燃
ご
み
・
粗
大
ご
み
）

受
入
可
能
日

５
月
３０
日
�
ま
で
の

毎
週
月
〜
土
曜

※
５
月
３１
日
�
以
降
は
通
常
ど
お

り
の
受
け
入
れ
と
な
り
ま
す
。

受
入
時
間

午
前
９
時
〜
正
午

午
後
１
時
〜
５
時

受
入
場
所

那
須
塩
原
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

（
那
須
塩
原
市
蟇
沼
５
９
３
）

問
い
合
わ
せ

■本
環
境
対
策
課�（

６２
）７
３
０
１

那
須
塩
原
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

�（
６８
）１
８
８
１

一
部
の
地
区
で
新
た
に

下
水
道
が
供
用
開
始

昨
年
度
、
新
た
に
２５
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
下
水
道
を
整
備
し
、
全
体
で

２
０
３
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
供
用
開

始
に
な
り
ま
し
た
。

新
た
に
供
用
開
始
と
な
っ
た
区
域

【
黒
磯
地
区
】

豊
浦
、
共
墾
社
、
上
厚
崎
、
埼

玉
、
東
原
、
若
草
町
、
豊
浦
北

町
、
豊
浦
南
町
、
鍋
掛
、
沓
掛

の
そ
れ
ぞ
れ
一
部
の
地
域

【
西
那
須
野
地
区
】

太
夫
塚
１
丁
目
、
西
富
山
、
井

口
、
石
林
、
二
つ
室
の
そ
れ
ぞ

れ
一
部
地
域

供
用
開
始
と
な
っ
た
区
域
の

皆
さ
ん
へ

◆
排
水
設
備
の
設
置

公
共
下
水
道
が
供
用
お
よ
び
処

理
開
始
さ
れ
た
区
域
で
は
、
す

み
や
か
に
下
水
道
に
接
続
し
、

水
洗
ト
イ
レ
に
改
造
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
く
み
取
り
ト
イ
レ
は
供

用
開
始
さ
れ
て
か
ら
３
年
以
内

に
水
洗
ト
イ
レ
に
改
造
す
る
こ

と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
工
事
の
際
に
必
要
な

手
続
き
は
、
市
が
指
定
す
る
指

定
工
事
店
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
水
洗
便
所
改
造
等
資
金
融
資
あ

っ
せ
ん
制
度

く
み
取
り
ト
イ
レ
を
水
洗
ト
イ

レ
に
改
造
ま
た
は
、
し
尿
浄
化

槽
を
廃
止
し
て
公
共
下
水
道
に

接
続
す
る
場
合
、
工
事
に
必
要

な
資
金
の
「
融
資
あ
っ
せ
ん
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度

に
よ
り
金
融
機
関
か
ら
融
資
を

受
け
た
場
合
、
こ
の
融
資
に
か

か
る
利
子
を
市
が
負
担
し
ま
す
。

◆
下
水
道
使
用
料

下
水
道
使
用
料
は
、
流
し
た
汚

水
の
量
（
水
道
水
を
使
用
し
た

場
合
は
水
道
の
使
用
水
量
）
を

基
準
と
し
て
算
出
し
、
水
道
料

金
と
あ
わ
せ
て
、
隔
月
ご
と
に

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
受
益
者
負
担
金

下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
区
域
の

人
た
ち
に
、
下
水
道
建
設
費
の

一
部
を
負
担
し
て
も
ら
う
の
が

受
益
者
負
担
金
で
す
。

土
地
の
面
積
に
対
し
、
１
平
方

メ
ー
ト
ル
当
た
り
の
単
位
負
担

金
を
乗
じ
て
得
た
額
を
、
５
年

間
に
分
割
し
て
納
付
し
て
く
だ

さ
い
。
一
括
し
て
納
付
す
る
場

合
は
、
納
付
期
日
前
に
納
付
し

た
納
期
数
に
応
じ
て
報
奨
金
を

交
付
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

■西
下
水
道
課

�（
３７
）５
１
１
０

◆那須塩原市の観光情報をとちぎテレビ「イブニング6」内で毎週水曜 午後 6時35分頃から放送中◆

地デジの準備はお早めに！
平成23年 7 月24日までに
アナログ放送は見られなくなります

地デジに対応したテレビやチューナーを購入する
など、早めの対応をお願いします。

地デジに関する問い合わせ
デジサポ栃木 �028（333）3331
※午前9時～午後9時（土・日曜、祝日は午後6時）

戸籍や住民票の請求などには、
窓口で本人確認を行います
官公署発行の写真付身分証明書
または、それらがない場合は保険
証など 2点を提示してください。
問い合わせ
■本市民課 �（62）7132
■西市民福祉課 �（37）5102
■塩総務福祉課 �（32）2988

本人確認は、なり
すまし、不正取得
および虚偽の届出
防止のためです。

■本市役所本庁舎
〒325‐8501 共墾社１０８番地２

■西西那須野庁舎
〒329‐2792 あたご町２番３号

■塩塩原支所庁舎
〒329‐2993 中塩原１番地２

箒根出張所
〒329‐2801 関谷１２６６番地４

遠慮なく
お電話ください！

平成23年 5月 5日号９

※
�
市
内
は
市
外
局
番
０
２
８
７
を
省
略
し
て
い
ま
す
。
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電
話
権
加
入
権
を

公
売
し
ま
す

県
税
滞
納
の
た
め
差
し
押
さ
え

た
電
話
加
入
権
を
公
売
し
ま
す
。

と

き
５
月
２０
日
�

午
前
１０
時

と
こ
ろ

栃
木
県
那
須
庁
舎
第
２
会
議
室

（
大
田
原
市
中
央
１
‐
９
‐
９
）

そ
の
他

現
金
、
印
か
ん
、
身
分
証
明
書
、

委
任
状
（
本
人
以
外
の
場
合
）

問
い
合
わ
せ

大
田
原
県
税
事
務
所

�
０
２
８
７（
２３
）４
１
７
１

５
月
は

消
費
者
月
間
で
す

◆
平
成
２３
年
度
統
一
テ
ー
マ

「
地
域
で
広
げ
よ
う

消
費
者
の
安
全
・
安
心
」

消
費
者
の
信
頼
を
裏
切
る
よ
う

な
事
件
や
高
齢
者
を
狙
っ
た
悪
徳

商
法
な
ど
、
私
た
ち
の
く
ら
し
の

安
心
・
安
全
を
脅
か
す
事
例
が
起

き
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
震
災
被
害
の
義
援

金
を
装
っ
た
詐
欺
な
ど
の
被
害
も

起
き
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
被
害
を
防
ぐ
た
め
に

は
、
私
た
ち
消
費
者
が
正
し
い
情

報
を
得
て
、
地
域
ぐ
る
み
で
高
齢

者
の
生
活
を
見
守
る
活
動
が
大
切

で
す
。

ま
た
、
契
約
の
ト
ラ
ブ
ル
で
困

っ
た
と
き
は
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

�（
６３
）７
９
０
０

塩
原
地
区
の
高
校
生
な
ど

の
通
学
費
の
一
部
を
交
付

し
ま
す

塩
原
地
区
内
に
住
所
が
あ
り
、

高
校
な
ど
に
通
学
し
て
い
る
生
徒

の
保
護
者
を
対
象
に
、
通
学
に
必

要
な
経
費
の
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
通
学
費
の
一
部
を
交
付
し
て

い
ま
す
。

こ
の
手
続
き
は
、
毎
年
度
申
請

し
な
い
と
通
学
費
の
交
付
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
忘
れ
ず

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対

象
塩
原
中
学
校
区
お
よ
び
箒
根
中

学
校
区
に
住
所
が
あ
る
高
校
生

な
ど
（
下
宿
し
て
い
る
高
校
生

な
ど
を
含
め
、
交
通
手
段
は
問

い
ま
せ
ん
）
の
保
護
者

※
高
校
生
な
ど
と
は

高
校
（
全
日
制
高
校
、
定
時
制

高
校
）
ま
た
は
そ
れ
に
類
す
る

学
校
（
特
別
支
援
学
校
高
等
部
、

高
等
専
門
学
校
、
高
等
専
修
学

校
各
種
学
校
〔
高
卒
課
程
に
限

る
〕）
に
通
学
し
て
い
る
生
徒

を
い
い
ま
す
。

交
付
金
額

塩
原
・
箒
根
両
中
学
校
区
と
も

に
１
カ
月
分
の
バ
ス
定
期
代
の

２０
％
を
１２
カ
月
分
支
給

①
塩
原
中
学
校
区

（
塩
原
温
泉
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

駅
〜
西
那
須
野
駅
）

２
万
３
９
８
０
円
×
２０
％
×

１２
カ
月＝

５
万
７
５
５
２
円

②
箒
根
中
学
校
区

（
関
谷
宿
駅
〜
西
那
須
野
駅
）

２
万
３
１
０
円
×
２０
％
×
１２
カ

月＝

４
万
８
７
４
４
円

交
付
時
期

申
請
受
付
の
時
期
に
よ
り
、
９

月
末
ま
た
は
３
月
末

申
請
に
必
要
な
も
の

・
在
学
証
明
書

・
預
金
通
帳

（
保
護
者
名
義
の
も
の
）

・
印
か
ん

申
請
方
法

次
の
場
所
（
■塩
総
務
福
祉
課
、

箒
根
出
張
所
、
■西
学
校
教
育
課
）

に
あ
る
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い

申
請
期
限

来
年
３
月
９
日
�

※
期
日
ま
で
に
申
請
が
な
い
場
合
、

辞
退
し
た
も
の
と
み
な
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

■西
学
校
教
育
課�（

３７
）５
３
４
９

県民の日に体育施設を無料開放します
と き 6 月15日（水） 対 象 市民
利用時間 1 施設につき最大 2時間まで（プールは除く）。ただし当日施設が空いている場合には、延長して利用可能。

※夜間の使用についても、計画停電により制限される場合があります。
そ の 他 利用する際は、事前に各施設に問い合わせの上、利用してください。
※青木サッカー場体育館を利用する場合は6月8日（水）までに事前予約をしてください。当日の受け付けはできません。

問い合わせ

くろいそ運動場
�（60）1113

にしなすの運動公園
�（36）4785

三島体育センター�（36）4787

塩原B&G海洋センター
�（32）5255

※夜間照明使用料は無料の対象外。 問い合わせ ■西スポーツ振興課 �（37）5439

利用時間

補助球場 午前 8時30分～午後 5時
上記以外の施設 午前 8時30分～午後 9時
各施設 午前 8時30分～午後 5時
体育館 午前 8時30分～午後 9時30分
多目的運動広場 午前 8時30分～午後 5時
体育館 午前 8時30分～午後 9時30分
プール 午前 9時30分～午後 8時30分
各施設 午前 8時30分～午後 9時30分
トレーニングルーム

午前 8時30分～午後 9時30分

野球場 午前 8時30分～午後 9時30分
上記以外の施設 午前 8時30分～午後 5時

施設名

くろいそ運動場
※体育館・武道場は使用不可。
那珂川河畔運動公園
青木サッカー場
にしなすの運動公園
※使用不可になる場合が
あります。

三島体育センター
塩原B&G海洋センター
※体育館・プールは使用不可。
塩原運動公園
関谷南公園

1

2
3

4

5

6

7
8
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市
道
東
原
一
分
水
線
の

歩
道
延
長
工
事
が
終
了

市
で
は
、
経
済
産
業
省
所
管
の

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
を
活

用
し
て
、
市
道
東
原
一
分
水
線
歩

道
整
備
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
道
路
は
、
通
学
路
と
し
て

利
用
す
る
児
童
・
生
徒
も
多
く
、

歩
車
道
の
分
離
に
よ
り
安
全
性
の

向
上
を
図
っ
た
も
の
で
す
。

引
き
続
き
交
通
安
全
に
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

■本
企
画
情
報
課�（

６２
）７
１
０
６

防
火
水
槽
を
設
置

し
ま
し
た

市
で
は
、
地
域
の
初
期
消
火
体

制
の
充
実
の
た
め
、
経
済
産
業
省

所
管
の
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付

金
を
活
用
し
て
、
上
厚
崎
、
関
谷
、

塩
原
の
各
地
内
に
防
火
水
槽
を
設

置
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
火
災
予
防
活
動
に

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

■本
企
画
情
報
課�（

６２
）７
１
０
６

春
の
市
民
一
斉
美
化
運
動

に
協
力
を

「
関
東
地
方
環
境
美
化
運
動
の

日
」（
５
月
３０
日
ご
み
ゼ
ロ
の
日
）

を
中
心
と
し
た
統
一
美
化
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
一
環
と
し
て
、
春
の
市

民
一
斉
美
化
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

き
れ
い
で
快
適
な
環
境
づ
く
り

の
た
め
、
市
内
各
地
区
の
皆
さ
ん

の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

と

き
５
月
２９
日
�
（
雨
天
決
行
）

と
こ
ろ

市
内
全
域

内

容
道
路
脇
な
ど
に
捨
て
ら
れ
た
ご

み
の
一
斉
回
収
ほ
か

※
実
施
時
間
、
場
所
に
つ
い
て
は
、

自
治
会
な
ど
に
よ
り
異
な
り
ま

す
の
で
、
回
覧
等
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

■本
環
境
対
策
課�（

６２
）７
３
０
１

ご
み
の
回
収
変
更
へ
の
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

３
月
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

震
の
影
響
に
よ
り
、
３
月
２１
日
〜

３０
日
ま
で
の
間
、
ご
み
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
の
回
収
を
変
更
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
大
変
な

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と

を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

回
収
の
変
更
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

今
後
も
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
な
ご

み
の
回
収
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
努

め
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

■本
環
境
対
策
課�（

６２
）７
３
０
１

募
集

く
ろ
い
そ
柔
道
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
団
員
募
集

と

き
４
月
〜
来
年
３
月
の
毎
週
水
曜

午
後
７
時
〜
８
時
３０
分

対

象

小
学
生
〜
高
校
生

参
加
費

・
入
会
金

５
０
０
０
円

・
年
会
費

１
万
２
０
０
０
円

・
ゼ
ッ
ケ
ン
代

１
０
０
０
円

そ
の
他

年
度
途
中
で
も
入
団
で
き
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

く
ろ
い
そ
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
事
務
局
（
佐
藤
）

�（
６３
）１
５
７
８

�
０
９
０（
８
８
５
４
）２
０
０
５

栃
木
県
育
英
会
奨
学
生

対

象
平
成
２３
年
４
月
に
高
等
学
校

（
中
等
教
育
学
校
の
後
期
課
程
、

特
別
支
援
学
校
の
高
等
部
を
含

む
）、
ま
た
は
修
業
年
限
２
年

以
上
の
専
修
学
校
高
等
課
程
に

在
籍
し
て
い
る
人

貸
与
額
（
月
額
）

・
国
公
立
校

１
万
８
０
０
０
円

・
私
立
校

３
万
円

募
集
期
間

５
月
１６
日
�
〜
６
月
２０
日
�

問
い
合
わ
せ

�
栃
木
県
育
英
会
事
務
局

�
０
２
８（
６
２
３
）３
４
５
９

■HPhttp
://w
w
w
16.ocn.ne.jp/̃

tochiiku/

税の全納報奨金制度
が変わります

固定資産税・都市計画税お
よび市県民税（普通徴収）の
前納報奨金制度を平成23年度
から次のとおり改正します。
変更内容

①交付限度額
（旧）20万円→（新）10万円
②交付率
（旧）1／100→（新）0.5／100
③実施時期
平成23年度課税から

詳しくは、広報なすしおばら
4月 5日号をご覧ください。
問い合わせ

■本収税課 �（64）7123

● 3月の火災と救急●
火災のテレフォンサービス
�0180－992009 （黒磯地区）
�（22）0119 （西那須野・塩原地区）

◎火災…建物 9件・林野 1件・その他 3件
平成23年の累計30件

◎救急…交通 31件・急病 215件・その他 76件
平成23年の累計982件

問い合わせ
黒磯那須消防組合消防本部 �（62）0864
西那須野分署 �（36）2300
塩原分署 �（32）2949

上厚崎地内の防火水槽

整備された歩道

平成23年 5月 5日号１１

※
�
市
内
は
市
外
局
番
０
２
８
７
を
省
略
し
て
い
ま
す
。



県
立
県
北
産
業
技
術

専
門
校
訓
練
生
募
集

◆
清
掃
実
務
科

訓
練
期
間
・
時
間

７
月
７
日
�
〜
８
月
３０
日
�

（
２
カ
月
間
）

午
前
９
時
４０
分
〜
午
後
３
時
４０

分
（
５
時
間
）

訓
練
実
施
場
所

ワ
ー
ク
ス
共
育
ぱ
ん
屋
さ
ん
の

カ
フ
ェ

Ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
ｙ

Ｂ
ｅ
ｅ

（
大
田
原
市
浅
香
１
丁
目

３
５
４
２
‐
２
１
５
）

対

象
知
的
・
精
神
障
害
の
あ
る
人
で
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
の
申
し

込
み
を
し
て
い
る
人

定

員

５
人

訓
練
内
容

就
労
生
活
全
般
、
対
人
関
係
、

公
共
・
交
通
機
関
利
用
、
清
掃

作
業
、
配
膳
作
業
、
職
場
体
験

学
習

授
業
料

無
料（
教
材
な
ど
は
自
己
負
担
）

申
込
期
間

５
月
６
日
�
〜
３０
日
�

そ
の
他

６
月
１７
日
�
に
入
校
選
考
の
た

め
の
面
接
を
行
い
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
立
県
北
産
業
技
術
専
門
校

�（
６４
）４
０
０
０

研
修
会
・
講
座
・
試
験

那
須
塩
原
弓
道
教
室

（
昼
間
の
部
）

と

き
６
月
４
日
〜
７
月
３０
日

毎
週
土
曜

午
前
１０
時
〜
正
午

と
こ
ろ

三
島
体
育
セ
ン
タ
ー

弓
道
場

対

象
市
民
、
市
内
勤
務
者

定

員

５
人
程
度

内

容
弓
道
の
初
心
者
指
導

①
身
体
の
動
作

②
弓
が
引
け
る
ま
で

参
加
費

１
０
０
０
円

※
当
日
集
め
ま
す
。

申
込
期
限

５
月
３１
日
�

そ
の
他

道
具
の
貸
し
出
し
あ
り

申
し
込
み

■西
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

�（
３７
）５
４
３
９

問
い
合
わ
せ

那
須
塩
原
弓
道
部
黒
磯
支
部

（
松
本
）

�（
６３
）０
９
９
１

２
０
１
１
年

く
ろ
い
そ
太
極
拳
教
室

と

き
６
月
の
毎
回
水
曜
（
１５
日
を
除

く
）

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

と
こ
ろ

青
木
サ
ッ
カ
ー
場

体
育
館

対

象
市
民
、
市
内
在
勤
・
在
学
者

（
初
心
者
対
象
）

定

員

３０
人

内

容

・
練
功
１８
法
保
健
操
（
軽
い
準
備

運
動
）

・
入
門
太
極
拳
（
初
心
者
の
為
の

簡
単
な
動
作
）

講

師
高
山
守
夫
氏
（
栃
木
県
太
極
拳

連
盟
）
ほ
か

参
加
費

２
０
０
０
円

そ
の
他

運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
体
育

館
用
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

黒
磯
太
極
拳
ク
ラ
ブ
（
竹
内
）

�
０
８
０（
１
１
５
８
）９
４
０
６

※
申
し
込
み
の
み

■西
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

�（
３７
）５
４
３
９

女 性 教 育 指 導 者 研 修
～地域を活性化させるリーダーを目指して～

地域では、女性の視点での豊かな社会づくり、地域づくりが行われています。地域活性化のための
団体活動や男女共同参画社会の在り方について学び、指導者としての資質向上を目指します。

内 容

開講式、講話「地域活動の現状と受講生への期待」、「地域活動の必要性～これからの地
域活動に求められるもの～」、情報交換・グループ研究①
講話「男女共同参画社会の実現に向けて」、「しあわせを呼ぶセルフプロデュース術～女
も男もハート・ウォーミングで～」
事例発表・グループ協議「実践事例から学ぶ地域活動の実際」、グループ研究②
演習「コミュニケーションスキルを高める」、グループ研究③
演習「会議ファシリテーションの技術」、グループ研究④、発表会・講評
講話「地域で活躍するリーダーへの期待」、「女性教育推進連絡協議会について～女性団
体活動の実際～」、閉講式

研修時間 午前10時～午後 4時 と こ ろ 栃木県総合教育センター、とちぎ男女共同参画センター
定 員 2 人（交通費支給） 申込期限 5 月20日（金）
申し込み・問い合わせ ■本市民協働推進課 �（62）7019

と き

6 月 8 日（水）

6月18日（土）

7月 6日（水）
7月20日（水）
8月 1日（月）

8月26日（金）

回

1

2

3
4
5

6

１２平成23年 5月 5日号



催
し

那
須
塩
原
市
民
弓
道
大
会

と

き
６
月
１９
日
�

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ

三
島
体
育
セ
ン
タ
ー

弓
道
場

対

象
市
民
、
市
内
在
勤
者

定

員

４０
人

参
加
費

１
０
０
０
円
（
昼
食
代
含
む
）

申
込
期
限

６
月
６
日
�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

那
須
塩
原
弓
道
部
（
加
藤
）

〒
３
２
９
‐
２
７
５
２

那
須
塩
原
市
三
島
２
‐
１
１
９

�（
３６
）１
７
８
８

遺
伝
子
組
換
え
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
の
栽
培
試
験
説
明
会

畜
産
草
地
研
究
所
で
は
、
遺
伝

子
組
換
え
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
隔
離

ほ
場
栽
培
試
験
を
６
月
下
旬
か
ら

行
う
予
定
で
す
。

こ
の
栽
培
試
験
に
関
す
る
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

と

き
５
月
２７
日
�

午
後
１
時
３０
分
か
ら

と
こ
ろ

畜
産
草
地
研
究
所
那
須
研
究
拠

点
第
２
会
議
室

（
千
本
松
７
６
８
）

そ
の
他

参
加
を
希
望
す
る
場
合
は
、
事

前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

畜
産
草
地
研
究
所
那
須
企
画
管

理
室

�（
３７
）７
０
０
３

ko
uryu_nasu@

naro
.

affrc.g
o
.jp

山
開
き
情
報（日

留
賀
岳
）

標
高
１
８
４
９
メ
ー
ト
ル
、
栃

木
百
名
山
に
数
え
ら
れ
る
塩
原
の

最
高
峰
の
日
留
賀
岳
の
山
開
き
が

行
わ
れ
ま
す
。

山
頂
ま
で
の
行
程
は
長
い
で
す

が
（
往
復
約
８
時
間
を
目
安
、
高

低
差
約
１
１
０
０
メ
ー
ト
ル
）、

そ
の
多
種
多
様
な
自
然
と
静
か
な

山
を
目
指
す
登
山
者
に
人
気
で
す
。

山
頂
か
ら
は
３
６
０
度
の
展
望

が
楽
し
め
ま
す
。

と

き
５
月
１４
日
�

※
午
前
６
時
３０
分
か
ら
祈
願
祭
を

行
い
ま
す
（
自
由
参
加
）

と
こ
ろ

中
塩
原
白
戸
地
区

そ
の
他

例
年
５
月
下
旬
ま
で
山
頂
付
近

に
残
雪
が
あ
り
ま
す

問
い
合
わ
せ

塩
原
温
泉
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

�
／
FAX（
３２
）３
０
５
０

so.visitor@
energy.ocn.ne.jp

◆ ◆ 図書館だより ◆ ◆
節電・省エネのため、ご不便をおかけすることがあります。ご協力をお願いします。

◆4月から「オンラインデータベース」が利用できます
①下野新聞記事情報

2001年 1 月からの下野新聞記事のデータベース。
②毎日Newsパック

1987年 1 月からの毎日新聞記事のデータベース。週刊エコノミスト等の記事も検索可能。
③日経テレコン21（黒磯図書館のみ利用可能）

経済関係に特化したデータベース。日本経済新聞系の記事や企業情報も検索可能。
④D1-Law.com現行法規【履歴検索版】

法令を網羅したデータベース。第一法規により月 2回更新。
料 金 無料
利用時間 1 時間
使用方法 各図書館のカウンターで受け付けます

◆4月から「持込みパソコン専用席」を設置しました
自分のノートパソコンを持込んで使用できます。※専用席の使用は、各図書館カウンターで受け付けます。

問い合わせ 西那須野図書館 �（36）6001 黒磯図書館 �（63）9031 塩原図書館 �（35）2006

5月の納税

5月３１日が納期限です

●固定資産税 第 1期

●軽自動車税 第 1期

～納税は便利な口座振替で～

自動車税の納期限は
5月31日（火）です

納期限までに納めましょう

納付方法 お手元の納税通知書で、お近
くの金融機関・コンビニで納
めてください

問い合わせ

大田原県税事務所 �0287（23）4171

平成23年 5月 5日号１３

※
�
市
内
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ま
す
。



那
須
地
方
の
竹
工
芸
は
、
那
須

と
い
う
風
土
の
中
で
、
そ
の
一
群

を
形
成
し
、
京
都
・
大
分
と
と
も

に
、
そ
の
生
産
地
的
色
彩
を
帯
び

な
が
ら
も
、
八
木
澤
啓
造
氏
を
筆

や
な
ぎ
し
た
し
ょ
う
ほ
う

か
つ
し
ろ
そ
う
ほ
う

頭
に
柳
下
昌
峰
氏
、
勝
城
蒼
鳳
氏
、

そ
し
て
藤
沼
昇
氏
と
い
う
竹
工
芸

作
家
を
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。
今

ま
た
磯
飛
節
子
氏
が
日
本
伝
統
工

芸
展
に
お
い
て
最
高
の
日
本
工
芸

会
総
裁
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
は
、

記
憶
に
新
し
い
も
の
で
す
。

那
須
野
が
原
博
物
館
は
、
早
く

か
ら
那
須
の
竹
工
芸
に
注
目
し
、

昭
和
年
代
か
ら
各
作
家
の
作
品
を

購
入
し
て
来
ま
し
た
。
現
在
、
八

木
澤
啓
造
作
品
１
点
、
柳
下
昌
峰

作
品
７
点
、
勝
城
蒼
鳳
作
品
５
点
、

佐
川
素
峯
作
品
２
点
、
根
林
二
郎

作
品
３
点
と
と
も
に
、
い
ち
早
く

磯
飛
節
子
氏
の
作
品
も
購
入
し
て

い
ま
す
。
特
に
勝
城
蒼
鳳
作
品
の

購
入
は
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者

（
人
間
国
宝
）
に
な
る
以
前
よ
り
、

収
集
し
て
き
た
実
績
は
大
き
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
紹
介
す
る
作
品
は
、

那
須
塩
原
市
在
住
の
柳
下
昌
峰
作

き
っ
こ
う
あ
じ
ろ
も
り
か
ご

品
《
亀
甲
網
代
盛
籃
》
と
勝
城
蒼

り
ょ
う

か
も
ん
せ
ん
し
ゅ
う
あ
み
は
な
か
ご

か
げ
ろ
う

鳳
作《
菱
花
文
千
集
編
花
籃
陽
�
》

で
す
。

《
亀
甲
網
代
盛
籃
》は
、
側
面
を

差
し
六
つ
目
編
み
を
用
い
、
底
を

亀
甲
網
代
編
み
と
し
、
二
色
の
染

色
し
た
ヒ
ゴ
で
、
亀
甲
文
の
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
を
か
も
し
出
し
て
い
ま

す
。《菱

花
文
千
集
編
花
籃
陽
�
》は
、

ま
さ
わ

表
面
と
裏
面
は
、
真
竹
の
柾
割
り

で
組
み
、
藤
で
留
め
て
い
ま
す
。

表
と
裏
の
空
間
に
光
が
差
し
込
み
、

ま
さ
に
陽
炎
が
立
ち
上
る
よ
う
で

す
。
春
先
の
朝
に
自
宅
近
く
の
小

川
に
水
蒸
気
が
立
ち
昇
る
光
景
を

表
現
し
て
い
ま
す
。
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「
編
集
後
記
」

▼
大
き
な
地
震
か
ら
二
カ
月
を
迎

え
ま
す
が
、
計
画
停
電
や
食
材
、

ガ
ソ
リ
ン
不
足
な
ど
、
今
ま
で
普

通
に
日
常
生
活
を
過
ご
し
て
き
た

こ
と
が
ど
れ
ほ
ど
特
別
だ
っ
た
の

か
を
思
い
知
ら
さ
れ
、
い
ろ
い
ろ

節
減
を
し
な
く
て
は
と
痛
感
し
ま

し
た
。

○小

▼
今
頃
の
時
期
は
い
つ
も
バ
タ
バ

タ
と
落
ち
着
か
な
い
日
々
を
送
っ

て
い
ま
す
が
、
気
が
つ
く
と
町
中

に
桜
の
花
や
こ
い
の
ぼ
り
が
目
に

つ
く
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

撮
影
に
行
き
た
く
て
も
、
ま
だ
空

中
に
飛
ん
で
い
る
凄
ま
じ
い
量
の

花
粉
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
非
常

に
何
と
も
し
が
た
い
思
い
で
す
。○興

▼
今
年
も
見
事
に
咲
い
た
桜
。
お

花
見
を
自
粛
し
た
人
も
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
市
で
は
現
在
、
来
年

発
行
の
広
報
誌
に
掲
載
す
る
桜
の

写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
今
年

市
内
で
撮
影
し
た
桜
の
写
真
が
あ

り
ま
し
た
ら
秘
書
課
ま
で
デ
ー
タ

で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
募
集
要
項

な
ど
詳
し
く
は
広
報
な
す
し
お
ば

ら
３
月
２０
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�鎌

▼
４
月
の
人
事
異
動
で
広
報
担
当

に
な
り
、
ま
だ
戸
惑
い
な
が
ら
の

毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
当
面

の
課
題
は
カ
メ
ラ
の
操
作
と
、
写

真
を
撮
る
た
め
に
人
の
間
に
入
り

込
ん
で
い
く
度
胸
を
養
う
こ
と
で

す
。

○室

Vol.13

日本を代表する
那須の竹工芸作品

右：勝城蒼鳳作《菱花文千集編花籃 陽�》

上：柳下昌峰作品《亀甲網代盛籃》
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